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自動車認証制度の整備を支援
国交省、国際協定への加盟目指す

国土交通省はこのほど、フィリピンで「自動車基準認証プロジェクト」を始動した。２年間にわたって専
門家の派遣などを行い、自動車の安全・環境に関する基準の統一と相互承認の実施を図る目的で1958年
に締結された国連の多国間協定（1958年協定）への加盟を支援するとともに、現地日系メーカーが自動車
を販売しやすい環境を整える。

　フィリピン自動車基準認証プロジェクトは、2010年の
第８回日ＡＳＥＡＮ（東南アジア諸国連合）交通大臣会
合で承認された自動車基準・認証制度に関する協力プロ
グラムの具体的な取り組みのひとつ。05年に設置された
日ＡＳＥＡＮ統合基金（ＪＡＩＦ）を活用して展開する。
　今月５日には、フィリピン側から運輸通信省、貿易産
業省、環境天然資源省の各省や産業界の代表者が参加

し、マニラ首都圏で運営委員会の第１回会合を開催。プ
ロジェクトの全体計画について議論した。
　国土交通省自動車局技術政策課の担当者は７日、ＮＮ
Ａの取材に対し、同プロジェクトで「1958年協定」への
加盟を支援することにより、「自動車分野における中小
企業の体質が強化されるとともに、自動車交通の安全性
向上と環境負荷低減の実現が図られる」と説明。さら
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に、ＡＳＥＡＮにおける認証の相互承認や基準調和が進
み、15年までの設立を目指すＡＳＥＡＮ経済共同体の実
現に貢献することが期待できると指摘した。
　一方、現地の日系自動車メーカーにとっては「日本の
基準に沿った認証基準が整備されることで、日本メーカ
ーが販売しやすい環境が整う」との認識を示した。
　プロジェクト期間は２年間を予定している。専門家の
派遣人数や派遣時期は現時点で未定。運営委員会の会合
は年４回の開催を見込む。フィリピンのほか、ベトナム
でも同様のプロジェクトを行う方向で調整を進めてい
る。
　

過去にも技術支援
　
　国内では、07年に発出された大統領令（ＥＯ）628号

により、官民の代表で構成される「自動車基準と認証制
度の調和に関する委員会（ＣＨＶＳＲ）」が設置された。
ただ、現在までに「1958年協定」加盟には至っておら
ず、ＡＳＥＡＮ共通の制度構築に向けた国内の取り組み
も遅れている。
　こうした状況下、国際協力機構（ＪＩＣＡ）は、11年
８月から12年３月にかけて「自動車型式認証プロジェ
クト」を展開。自動車基準・認証制度導入に向けた技術
支援を行っている。
　「1958年協定」には、07年６月現在で47カ国・地域
が加盟している。ＡＳＥＡＮ内ではタイとマレーシアが
加盟。ただ、国交省の担当者によると、制度的、技術的
に不十分な面があり、実際に運用されているとは言い難
い状況という。

【フィリピン－車両】

５月の二輪販売、２桁増で年初来最高に

　日系４社に台湾系キムコを加えた自動二輪開発計画参
加社協会（ＭＤＰＰＡ）加盟５社の５月の新車販売台数
は、前年同月比13％増の６万7,508台となり、今年初め
て２桁のプラス成長を記録した。単月の販売台数として
は年初来の最高となった。

　車種別では、全体の４割超を占めるアンダーボーン・
タイプが前年同月比３％増の２万7,689台と小幅な伸
びにとどまった半面、商用車（バックボーン）は同33％
増の２万5,381台と好調。オートマチック・トランスミ
ッション（ＡＴ）車も14％増の9,320台と２桁伸びた。
　メーカー別では、ホンダ・フィリピンが８％増の３万
248台で２カ月ぶりのプラス成長。アンダーボーンは前
年をやや割り込んだものの、商用車とＡＴ車の好調が販
売増に寄与した。
　カワサキ・フィリピンは、単月で今年最高となる２％
増の１万3,337台。商用車が２桁のプラスとなったこと
が貢献した。ヤマハ・モーター・フィリピンとスズキ・
フィリピンは、それぞれ23％増の１万708台、20％増の
１万631台。２カ月連続で２桁成長を達成した。
　１～５月の販売台数は、前年同期比３％増の28 万
3,769台。車種別の販売台数は、アンダーボーンが４％
減の12万120台で最多。以下、商用車が９％増の10万
175台、ＡＴ車が15％増の４万201台、オンロード・オ
フロード車が１％減の２万2,838台などだった。

【フィリピン－車両】

地場の電動車両生産、ＢＯＩの税優遇対象に
　投資委員会（ＢＯＩ）はこのほど、国内の自動車部品
メーカーで組織するフィリピン・ユーティリティー・ビ
ークル（ＰｈＵＶ）の電動トライシクル（フィリピン式
バイクタクシー）と電動ジプニー（同乗り合いバス）の
生産事業に対する税優遇の付与を承認した。地元各紙が
伝えた。
　対象事業の投資総額は1,890万ペソ（約4,300万円）。
先月にカビテ州シランの工業団地カビテ・ライト・イン
ダストリアル・パークで稼働した工場で、国内市場向け
に電動トライシクルを年間6,000台、電動ジプニーを同

200台生産する。インクワイラーによると、電動トライ
シクルの最高時速は20キロメートル。１回４時間の充
電で最長25キロ走行できる。一方、電動ジプニーの最
高時速は35キロで、１回８時間の充電で最長55キロの
走行が可能という。
　ＰｈＵＶは、地方自治体との提携を通じて、「気候に
やさしい都市(Climate Friendly Cities）プログラム」
と称した事業を展開し、市場や一般家庭などから出る有
機廃棄物の燃料化を促進している。
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